
toinitiateaexplosive.

ToinyestigatetheEundamcntalproperty

ofthedetonatorshell,thescatteringdirec･

tion,penetratingability,thevelocity, the

weight.thekineticenez･gyaLndtheshapeof

thefrap entsweremeasured.Theseproper･

tieswerecomparedastoCu,Al,PVCshell,

andthepropertiesoffragmentsfrom the

concavebottomwascomparedwiththatfrom

the丘atbottom ofadetonator.

Theresultsobtainedwereasfollows:

1.ThefragmentsfromaCushellhavethe

strongestpenetradngability,thenextis

AIsheuandth'eweakestisthePVC

shell.

2.ThevelocityoEthefragmentfron the

bottomofadetonatorisabout2,000m/see

iLndthedecreasingrateofthevelocity

ismuchlessthan tbatoEshodkproduced

fTOmadetomtoT.

3.Theweightofthelargestfragmentfrom

aconcavebottom isabout30-60mg,
butincaseOfa瓜atbottom theweight

isabout10-15mg.Theshapeoffrag･

TnentSfrom aconcavebottom isless

ruggedthantlmtfrom a血tbottomof

adetonator.ThereEorethepenetrating

abilityofafragmentsfrom aconcave

boltom ismuchsuperiortothatfrom

aantbottom.Thevelocityoftheboth

Eragmentsisthealmostsamein the

neiboud100dofadetonator.

メタン の 可 燃 限 界 に か よ ば す 組 成 ,圧 力 ,温 度 の 影 替

望 月

il.挿 官

メタンの爆発危険性の憐向を知るたれ メタンー空

気混合気の可燃摂界におよぽす組成,圧九 温度の影

響をしらべた｡これらに関する央験報告の款は,非常

に多いが,各人が件l件 1件を別の失敬として行って

来たようである｡一般に,気体の可燃限界伍は,実数

装置によって,大きくちがったものが得られる｡ここ

では,実換装鑑が同一,または,ほぼ近似の装匠で,

可燃限界をえて,立体図にまとめた｡これによって,

危険性の所在のおよその見当をつけることができる｡

実験を御指噂下さった山本祐徳教授.御助力を与え

られた横山倍男,徳永情両氏に,厚く御礼を申し上げ

る｡

書2.親戚と圧力の影等

メタン⊥酸楽一重素の三成分系の可燃限界を,室温で

測定する｡β三力は,760mmH g.-OmmHgの間｡実験

装置は,図 1に示す｡

爆発管は,内径 50mm,長さ 350mm のパイレク

スガラス製｡下地から80mmのところに点火用放電

昭和35年JOJH7円受取
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接を位粧させる｡火花間隙は,4mm｡電源はネオン

トランスで,一次側 10CIV,3･SA,二次側 15,000V,

22mAのもの｡放電時岡は,内容物の発火をみるまで

あるいは,衆大5秒間とする｡発火すると,爆発管下

蛸のテフt,ン蓋がはねる｡通常のダリ剤も メタンの

吸収が大きいので,りん散のグリスを用いてこの蓋を

はりつけておく｡低圧の場合は,発火しても,韮がは

VACL

JtJnlFJg.1 SchematicdiagramOL
apparatusforSect



ねないが,閃光を雅するとき,潜火と認める｡

使用したメタンと酸軒の貿虫分析計による分析値は

次のとおりである｡

メタソ

酸 栄

メ タ '/ 98.OI彩

盛 栄 1.24

駿 東 0.18

炭 酸 ガ ス 0.45

酸 素 98.68%

袋 索 1.17

炭 酸 ガ'ス 0.03

両者とも,市成ボンベ席気体である｡不純分払 数

学的に換辞処理し,柿鍬ま行わない｡

塵索分としては,空気を塩化カルシウムと濃硫酸で

成超して用いた｡

実験結果を,図2に示す｡
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これらの各国において 760mmHgでの可燃範囲は,02:
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えられた結果を.団6.7,8および9に示す｡また,弗 2節の場合と同株,立体図にま

とめると,図10がえられる｡図 10について.これを.温度｢圧力平面に平行に
,
たとえば
,
メタン20,a.'の
平面で切断すると
,
回目がえ

られる｡
これIもメタ ンについての一概の爆発半島である｡
耕発半島は
,
通常
,
その丸伴の自然発温度と圧力の四
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う｡すなわち,自然発火によるも,点火によるも,-

安全の面から考えて,温度が上ると低圧になって可

燃範囲が増大する現象は,充分に留意されなければな

らない｡
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殉 爆 に 関 す る 研 究

弟V報 :取扱感度に'っいて

渡 辺 定 五 ･柑口 実■

緒 言

ダイナマイトの製造の機械化に際しニープマン機の

回転板による摩擦或いはピストン-ッドによる機械的

祷撃に対してダイナマイトは絶対に爆発する心配がな

いかどうか｡ガデリサス式装填機或いはオスボーン機

による爆薬の機械装填に際し取扱が安全であるかどう

か｡或いは,不発魂腎薬にビットを打撃した場合ダイ

ナマイトの爆発事故はさけられないものかどうか｡

これらの問題を故 うに当っては爆薬の感度を如何な

る方法で研究するかを決める必賓がある｡

蒔槌妖艶に於ては飲料の密閉強度1)や薬厚によって

不爆点の落高が異なるので実際上の取扱感度として姓

耗料の適当な英厚を決めてかかる必要がある｡しかし

乍ら落様試験を実際に近い条件で試験する事は四妊で

あるから JIS規格による落槌感度がどの様な意味を

もつものか二,三の巽敬を就みた｡

昏･1.落槌試験の-つの現象

昭和35年12月8Z]受取
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落礎耗験において耗料の薬厚を変化させた実験はこ

れまで多くの人々の研究がある｡

今,駄科を錫箔でつつむ場合と裸英を使用した場合

或いは錫箔を試料の下におく場合と上におく場合とで

は訣験結果に大きな差がある｡一読 1 この様な就験結

果は落槌就験半特有のものであって,実際の火薬取扱

上には存在しないものであれば,落槌感度と実際の放

浪感度とは対応しないことになるが,この点について

襲 1-1 錫箔の好等

三 トtl ヂ ニ トtz･ ナ 7

試料A ;.'七 輪薬 エチル 'べ 硝 安 タ リンt/-′レ ソ

24 1.5 10.3 63.97 0.23
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